
上天草市生ごみ処理機器購入費補助金交付要綱 

 （目的） 

第１条 この要綱は、一般家庭から排出される生ごみの減量化及び再資源化の

促進を図ることを目的として、電動式生ごみ処理機又は生ごみ堆肥化容器

（以下「処理機」という。）を購入する者に対して補助金を交付することに

ついて、上天草市補助金等交付規則（平成１６年上天草市規則第３５号）に

定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

 （１） 電動式生ごみ処理機 微生物等の活動又は乾燥装置により、生ごみ

を堆肥化又は減量化する電動式の機器（ディスポーザー式を除く。）を

いう。 

 （２） 生ごみ堆肥化容器 微生物等の活動を利用して生ごみを分解し、堆

肥化する器具であって、材質、形状等の耐久性及び安全性を備えている

ものをいう。 

 （補助の対象者） 

第３条 補助金の交付を受けることができる者は、次の各号のいずれにも該当

する者とする。 

 （１） 市内に住所を有し、かつ、居住している者 

 （２） 購入した処理機を常に良好な状態で維持管理できる者 

 （３） 処理機の使用状況についての立入検査及び照会に協力できる者 

 （４） 市税等の滞納がない者 

 （補助金の対象経費） 

第４条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、

処理機の購入に要する費用とする。 

 （補助金の額等） 

第５条 補助金の額は、予算の範囲内で、補助対象経費に２分の１を乗じて得

た額（当該額に１００円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨て

る。）とし、電動式生ごみ処理機にあっては３万円を、生ごみ堆肥化容器に



あっては１万円を上限とする。 

２ 補助金の交付は、電動式生ごみ処理機にあっては１世帯当たり５年間に１

基まで、生ごみ堆肥化容器にあっては１世帯当たり１年間に２基までとする。 

 （補助金の交付の申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、上

天草市生ごみ処理機器購入費補助金交付申請書（様式第１号。以下「申請書」

という。）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

 （１） 補助対象経費の見積書等の写し 

 （２） その他市長が必要と認める書類 

 （補助金の交付の決定） 

第７条 市長は、前条の規定による申請書の提出を受けた場合において、その

内容の審査及び必要に応じて行う調査等により、速やかに補助金の交付の適

否を決定するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付を決定したときは、上天草市生ご

み処理機器購入費補助金交付決定通知書（様式第２号）により申請者に通知

するものとする。この場合において、市長は、補助金の交付の目的を達成す

るために必要があると認めるときは、必要な条件を付すことができる。 

 （内容の変更等の申請） 

第８条 前条第１項の規定による補助金の交付の決定の通知を受けた申請者

（以下「補助事業者」という。）は、申請内容の変更をしようとするとき、

又は処理機の購入を中止しようとするときは、直ちに上天草市生ごみ処理機

器購入費補助金交付変更等承認申請書（様式第３号）に必要書類を添えて、

市長に提出し、その承認を受けなければならない。 

 （内容の変更等の承認） 

第９条 市長は、前条の規定により変更等承認申請書の提出を受けた場合にお

いて、その内容を審査し、当該変更又は中止の承認の可否を決定し、上天草

市生ごみ処理機器購入費補助金交付変更等承認通知書（様式第４号）により

補助事業者に通知するものとする。 

 （実績報告） 

第１０条 補助事業者は、処理機を購入したときは、当該処理機を購入した日



から起算して３０日を経過した日又は第６条第１項の規定による補助金の交

付の決定の日が属する年度の末日までのいずれか早い日までに、上天草市生

ごみ処理機器購入費補助金実績報告書（様式第５号。以下「実績報告書」と

いう。）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

 （１） 補助対象経費の領収書等の写し 

 （２） 購入した処理機の設置状況が分かる写真 

 （３） その他市長が必要と認める書類 

 （補助金の額の確定） 

第１１条 市長は、前条の規定により実績報告書が提出された場合において、

その内容を審査し、適当と認めるときは、交付すべき補助金の額を確定し、

上天草市生ごみ処理機器購入費補助金確定通知書（様式第６号。以下「確定

通知書」という。）により補助事業者に通知するものとする。 

 （補助金の請求及び交付） 

第１２条 前条の規定により確定通知書の提出を受けた補助事業者は、補助金

の交付を受けようとするときは、上天草市生ごみ処理機器購入費補助金交付

請求書（様式第７号）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による補助金の交付の請求を受けたときは、その内容

を確認し、速やかに補助金を交付するものとする。 

 （交付決定の取消し） 

第１３条 市長は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当すると認められる

ときは、交付決定の全部又は一部を取り消すことができる。 

 （１） 虚偽の申請をしたとき。 

 （２） 補助金の交付の条件に違反したとき。 

 （３） 補助事業者の責めに帰すべき事由により処理機の購入を中止したと

き。 

 （４） 前３号に掲げるもののほか、不正な手段により補助金の交付を受け

たとき。 

 （補助金の返還） 

第１４条 市長は、補助金の交付を受けた補助事業者が次の各号のいずれかに

該当すると認められるときは、既に交付した補助金の全部又は一部の返還を



命じることができる。 

 （１） 前条の規定により交付決定の全部又は一部が取り消されたとき。 

 （２） 交付決定を受けた内容以外の用途に補助金を使用したとき。 

 （３） その他市長が必要と認めたとき。 

 （立入検査） 

第１５条 市長は、補助金の交付に関し必要があると認めたときは、補助事業

者に対し、立入検査を行うことができる。 

 （その他） 

第１６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項については別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 


